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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
事
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

竹

村

則

行

は
じ
め
に

　
　
仮
作
真
時
真
亦
仮
、
　
仮
の
真
と
な
る
時
　
真
も
ま
た
仮
と
な
り
、

　
　
無
為
有
処
有
還
無
。
　
無
の
有
と
な
る
処
　
有
も
ま
た
無
と
な
る
。

　
『
紅
型
夢
」
の
冒
頭
、
質
雨
村
（
鳴
戸
存
）
と
甑
三
雲
（
真
事
隠
）
の
対
比
中
に
語
ら
れ
る
有
名
な
こ
の
語
は
、
周
知
の
通
り
、
夢
物
語

を
通
し
て
真
実
の
愛
情
を
説
く
『
紅
楼
夢
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
『
紅
霊
夢
』
の
み
な
ら
ず
、
広
く
中
国
文
学
】
般
、
更
に
は
人

間
社
会
一
般
に
も
通
用
す
る
箴
言
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
い
う
真
－
仮
、
有
－
無
の
取
り
方
は
種
々
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
史
上
に
著
名
な
王
厳
君
像
を
考
え
て
み
る
。
漢
1
旬
奴

の
政
略
結
婚
の
犠
牲
と
な
っ
て
異
郷
に
嫁
ぎ
、
旬
奴
王
の
子
を
も
う
け
、
そ
の
地
に
果
て
た
王
昭
君
を
”
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
”
と
捉
え

る
の
は
通
念
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
真
実
は
ど
の
様
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
漢
民
族
－
少
数
民
族
融
合
の
観
点
か
ら
は
、
王
昭
君
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

”
民
族
融
合
の
ヒ
ロ
イ
ン
”
で
あ
り
、
事
実
そ
の
テ
ー
マ
に
則
し
た
文
学
作
品
も
実
在
す
る
。
清
代
小
説
『
双
鳳
奇
縁
』
に
至
っ
て
は
、

王
昭
示
の
妹
賓
昭
君
（
昭
君
も
ど
き
）
が
登
場
し
て
、
姉
君
王
昭
君
の
無
念
を
晴
ら
し
て
旬
奴
を
征
伐
す
る
設
定
に
な
る
が
、
む
ろ
ん
賓
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

昭
君
は
史
上
に
実
在
し
な
い
。
し
か
し
、
実
在
し
な
い
人
物
を
描
い
た
小
説
が
確
か
に
実
在
し
、
王
昭
君
文
学
史
の
豊
代
に
お
け
る
重

要
な
一
環
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
文
学
史
上
の
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
中
国
文
学
史
上
に
お
い
て
は
、
肝
心
の
王
仁
君
の
発

言
無
き
ま
ま
、
後
人
の
勝
手
な
推
測
や
糊
塗
、
思
い
込
み
に
よ
る
文
学
作
品
が
横
行
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
王
昭

君
関
連
作
品
を
史
実
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ひ
と
し
な
み
に
無
価
値
な
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
こ
れ
ら

の
作
品
中
に
は
李
白
や
白
居
易
の
「
王
氏
君
」
、
元
曲
『
零
墨
秋
」
等
の
名
作
を
含
み
、
間
違
い
な
く
既
に
中
国
文
学
史
上
の
重
要
な
一

環
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
紅
楼
夢
』
の
主
題
設
定
と
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
い
が
、
王
学
君
の
「
仮
」
が
「
真
」
に
な
り
、

「
無
」
が
「
有
」
と
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
事
実
を
、
我
々
は
こ
の
一
例
か
ら
も
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
虚
飾
を
要
素
と
す
る
中

国
文
学
史
に
お
い
て
、
虚
構
の
作
品
が
却
っ
て
真
実
味
を
有
す
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
梅
妃
は
史
上
に
実
在
し
な
い
。
だ
が
、
蕊
取
に
取
材
し
た
「
梅
妃
伝
」
『
驚
鴻
記
』
等
の
文
学
作
品
が
中
国
文
学
史
上
に
存
在
す
る
の

は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
架
空
の
梅
妃
像
は
、
恐
ら
く
は
南
宋
文
人
に
よ
っ
て
、
楊
貴
妃
の
“
合
わ
せ
鏡
”
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
人
物
の
実
在
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
後
世
の
関
連
す
る
中
国
文
学
作
品
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。

　
筆
者
は
先
に
、
清
節
の
小
説
『
墓
門
演
義
』
中
に
描
写
さ
れ
る
組
紐
故
事
が
、
多
く
明
の
戯
曲
『
驚
鴻
記
』
中
の
描
写
を
襲
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
拙
稿
は
、
更
に
そ
の
姉
妹
篇
と
し
て
、
清
初
の
戯
曲
『
天
宝
通
史
』
中
に
お
い
て
も
、
や
は
り
『
驚

鴻
記
』
（
及
び
そ
の
他
の
関
連
作
品
）
か
ら
の
襲
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
実
証
し
、
も
っ
て
明
～
清
里
の
通
俗
文
学
作
品
に
お
け
る
先
行
作
品

の
襲
用
の
実
態
と
原
理
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2



二
　
『
驚
鴻
記
』
作
者
問
題
の
検
討

　
『
驚
鴻
記
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
明
・
呂
天
成
『
曲
品
」
巻
上
に
「
毒
酒
美
　
叔
華
　
鳥
黒
人
」
と
あ
り
、
巻
下
に
「
浜
匙
華
懸
守

伝
奇
一
本
　
驚
鴻
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
、
黄
白
陽
『
日
影
総
目
提
要
』
巻
一
〇
、
傅
画
工
『
明
代
伝
奇
下
目
』
、
荘
一
梯
『
古

典
戯
曲
存
目
菅
貫
』
巻
九
、
郭
英
徳
『
明
清
伝
奇
綜
録
』
等
の
代
表
的
曲
目
書
が
、
い
ず
れ
も
「
呉
繊
雲
」
作
と
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
こ
の
四
百
年
来
の
定
説
に
疑
義
を
呈
し
た
の
は
康
保
黒
氏
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
論
文
「
関
子
《
驚
鴻
記
》
作
者
的
新
材
料
」
、
「
『
驚
鴻

　
　
　
　
　
　

記
』
前
言
」
等
に
お
い
て
、
新
出
の
『
驚
鴻
記
』
序
文
に
拠
り
つ
つ
、
呉
世
美
作
注
説
の
再
検
討
を
迫
る
。
い
ま
、
康
氏
の
所
説
を
要

約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
『
曲
舞
』
成
書
よ
り
百
余
年
後
、
『
長
生
殿
』
の
作
者
壁
上
の
友
人
徐
麟
の
「
長
生
殿
序
」
に
、
既
に
「
『
驚
鴻
」
は
誰
の
作
か
分

か
ら
な
い
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
呉
世
美
作
と
さ
れ
て
き
た
『
驚
鴻
記
』
の
作
者
問
題
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
『
驚
鴻

記
』
は
二
種
の
版
本
が
現
存
す
る
。
従
来
は
概
ね
北
京
大
学
蔵
の
世
徳
堂
本
（
葉
勝
逃
～
門
訴
慰
書
。
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
二
集
影
刊
）
の

み
を
用
い
て
議
論
さ
れ
て
来
た
が
、
日
本
大
谷
大
学
蔵
本
（
神
田
喜
一
郎
旧
蔵
。
万
暦
＋
八
年
序
刊
本
）
に
は
、
世
徳
堂
本
に
見
ら
れ
な

い
「
言
口
洞
天
人
編
」
と
い
う
著
者
題
記
、
沈
肇
元
、
呉
叔
華
の
二
序
を
有
し
て
お
り
、
従
来
検
討
の
編
上
に
あ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
そ
の
内
容
は
作
者
問
題
に
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
。
「
多
口
洞
天
」
は
「
呉
」
（
1
1
昊
）
姓
の
置
字
で
あ
る
が
、
沈
肇
元
序

に
「
余
友
人
仲
氏
」
「
仲
生
」
と
い
い
、
「
叔
片
理
鄭
王
↑
呉
）
」
序
に
「
余
響
仲
氏
」
「
一
望
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
驚

叢
記
』
の
作
者
は
輩
行
を
二
と
す
る
次
男
で
あ
り
、
呉
言
替
が
輩
行
三
の
三
男
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
て
も
、
呉
叔
華
が
即

ち
『
驚
鴻
記
」
の
作
者
で
あ
る
こ
と
は
二
部
の
内
容
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
。
な
お
、
沈
肇
元
に
つ
い
て
は
万
暦
二
十
六
年
の
進

3
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

士
で
あ
る
同
郷
漸
江
徳
清
の
人
沈
肇
元
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

4

　
康
氏
の
明
確
な
指
摘
か
ら
、
従
来
定
説
で
あ
っ
た
『
驚
叢
記
』
呉
世
美
作
電
導
が
、
実
は
確
た
る
裏
付
け
に
乏
し
い
『
着
料
』
の
孤

証
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
叔
華
周
鄭
王
（
1
1
呉
）
」
序
に
よ
る
と
、
呉
叔
華
は
『
直
垂
記
』
の
作
者
で
は
な
く
、
二
序
に
「
仲

氏
」
「
童
生
」
と
称
す
る
人
物
が
ど
う
や
ら
『
驚
右
記
』
の
真
の
作
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
谷
大
学
蔵
本
に
は
「
多
口
洞
天
人
編
」

と
い
う
著
者
題
記
を
明
記
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
拙
稿
も
康
氏
の
主
張
を
承
け
、
以
後
は
『
驚
昏
怠
』
の
著
者
名
を
「
壷
口
洞
天
人
」

と
標
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
こ
で
、
『
驚
鴻
記
』
の
成
書
に
絡
ん
で
、
更
に
一
つ
解
決
困
難
な
問
題
が
派
生
す
る
。
そ
れ
は
、
科
挙
試
に
落
第
し
た
作
者
自
身
の

「
牢
騒
不
平
の
気
」
（
沈
肇
元
序
）
を
世
上
に
冷
遇
視
さ
れ
て
き
た
梅
妃
に
な
ぞ
ら
え
、
「
一
月
余
り
」
（
同
室
肇
元
序
）
で
一
気
に
書
き
上

げ
た
”
憤
書
”
と
お
ぼ
し
き
『
驚
鴻
記
』
が
、
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
中
国
江
南
の
出
版
事
情
の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
高
価
で
あ
っ

た
は
ず
の
印
刷
出
版
が
ど
う
い
う
経
緯
で
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
更
に
別
本
の
世
徳
堂
本
『
驚
鴻
記
』
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
、
「
叙
驚
鴻
」
の
作
者
沈
肇
元
と
当
時
の
江
南
書
坊
と
の
関
係
が
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
毒
口
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
万
暦
二

十
六
年
進
士
の
沈
重
元
と
『
驚
鴻
記
』
、
ま
た
は
書
坊
と
の
関
係
を
示
す
直
接
資
料
に
乏
し
い
現
状
で
は
、
こ
の
難
問
の
解
明
を
今
後
に

倹
つ
ほ
か
は
な
い
。

三
　
遜
郁
に
つ
い
て

　
『
天
二
曲
史
」
の
作
者
孫
郁
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
進
士
～
知
県
の
履
歴
も
あ
り
、

洞
天
人
」
の
よ
う
に
不
詳
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
十
分
で
は
な
い
。

科
挙
試
に
落
第
し
た
『
驚
鴻
記
」
の
作
者
「
無
口



こ
こ
で
は
、
郭
英
徳

　
　
　
　
　
（
6
）

『
明
清
伝
奇
綜
録
』

の
記
述
を
次
に
紹
介
し
、
補
足
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
孫
郁
は
字
は
天
雄
、
号
は
雪
崖
、
別
に
蘇
門
囎
侶
、
雪
崖
主
人
、
雪
面
編
目
と
署
す
。
魏
博
（
今
の
河
北
省
大
名
県
）
の
人
。
生
卒

年
は
不
詳
。
清
康
煕
三
年
目
一
六
六
四
）
の
進
士
。
十
二
年
（
一
六
七
三
）
、
漸
江
密
命
の
知
県
に
任
ぜ
ら
る
る
も
、
半
年
に
し
て
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

ち
事
の
為
に
罷
興
す
。
為
す
所
の
詩
文
は
幟
を
中
原
に
樹
て
、
声
名
籍
甚
な
り
。
詞
曲
は
江
左
に
流
伝
し
、
呉
児
競
っ
て
之
を
歌

う
。
撰
す
る
所
の
伝
奇
三
種
『
繍
偉
灯
』
『
双
魚
侃
』
『
四
宝
曲
芸
』
は
、
合
卑
し
て
『
漱
玉
堂
三
種
伝
奇
』
と
為
す
、
今
存
す
。

　
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
の
進
士
録
中
、
第
三
甲
一
百
五
十
七
名
、
第
七
十
四
名
に
孫
郁
の
名
が
あ
る
。
趙
合
冊
・
張
増
高
編
『
方
志

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

著
録
元
明
清
曲
家
伝
略
」
に
よ
る
と
、
『
嘉
慶
桐
郷
信
志
』
巻
五
、
『
光
緒
桐
郷
濡
濡
』
巻
八
、
『
威
豊
大
名
府
志
』
巻
十
一
、
十
四
、
『
同

治
続
出
置
志
』
巻
五
等
に
筆
算
の
記
事
が
あ
る
が
、
孫
郁
が
半
年
で
桐
郷
知
県
を
辞
任
し
た
理
由
は
不
詳
で
あ
る
。
清
・
魏
憲
輯
『
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
覧
名
家
詩
』
中
に
「
孫
雪
崖
詩
」
一
巻
を
輯
録
し
、
ま
た
銭
仲
聯
繋
編
『
清
鑑
紀
事
』
康
煕
朝
巻
に
は
、
孫
郁
の
詩
作
例
と
と
も
に
、

清
・
楊
鍾
義
『
雪
橋
詩
話
』
続
集
（
融
々
）
に
い
う
「
雪
膚
詩
の
性
情
、
骨
力
は
五
鹿
詩
人
の
首
と
称
す
と
為
す
」
と
あ
る
の
を
引
用
す

る
。
『
天
難
曲
史
』
を
含
む
『
漱
玉
堂
三
種
伝
奇
』
は
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
三
集
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
拙
稿
は
専
ら
こ
れ
に
拠
っ
た
。

　
以
上
を
総
括
す
る
と
、
孫
郁
は
出
初
に
お
い
て
進
士
～
知
県
の
経
歴
を
持
ち
、
相
応
の
詩
文
戯
曲
作
品
を
有
す
る
文
人
で
あ
る
が
、

『
天
宝
曲
史
』
は
と
も
か
く
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
詩
文
集
や
交
友
の
記
録
等
か
ら
、
孫
郁
の
事
跡
を
克
明
に
追
求
す
る
こ
と
は
、
今

日
の
情
況
で
は
や
は
り
困
難
で
あ
る
。

5
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て



『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

6

四
　
『
天
宝
曲
史
』
の
紗
本
と
梗
概

　
『
天
縫
帯
史
』
に
活
字
刊
本
は
無
く
、
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
三
階
に
そ
の
鋤
本
が
影
印
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
①
松
濤
「
天

宝
曲
史
序
」
、
②
（
東
明
妾
出
）
佑
「
天
堂
曲
自
叙
」
、
③
沈
桁
「
題
詞
」
、
④
趙
渓
「
塾
生
曲
史
序
」
、
⑤
朱
某
「
題
詞
」
、
⑥
孫
郁
「
天

宝
曲
史
凡
例
」
の
序
文
、
題
詞
、
凡
例
を
収
め
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
と
三
下
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　
　
①
松
濤
「
天
宝
曲
史
序
」

　
松
濤
は
伝
記
不
詳
。
康
煕
辛
亥
（
＋
年
、
一
六
七
一
）
の
紀
年
の
あ
る
「
上
宝
曲
史
序
」
に
「
吾
平
孫
子
雪
濠
、
河
朔
奇
士
也
。
所
為
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
　
　
　
　
　
　
す
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

若
文
、
業
障
樹
幟
中
原
、
難
名
籍
甚
。
」
（
吾
が
友
孫
子
雪
崖
は
河
朔
の
奇
士
な
り
。
為
す
所
の
詩
若
び
文
、
業
巳
に
幟
を
中
原
に
樹
て
、

声
名
籍
甚
な
り
）
と
あ
る
の
は
、
孫
郁
が
詩
文
に
お
い
て
も
当
時
名
声
を
博
し
て
い
た
こ
と
の
、
友
人
に
よ
る
証
言
で
あ
る
。
ま
た
「
夫

人
論
情
耳
。
情
可
以
歓
、
亦
可
以
悲
、
可
以
生
、
可
以
死
。
」
（
量
れ
人
は
情
を
論
ず
る
の
み
。
情
は
以
て
歓
ぶ
べ
く
、
亦
た
以
て
悲
し

む
べ
く
、
以
て
生
く
べ
く
、
以
て
死
す
べ
し
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
・
湯
器
祖
『
還
魂
記
』
や
清
・
洪
昇
『
長
生
殿
』
、
曹
雪
芹
『
紅

楼
夢
』
等
と
同
様
、
『
三
宝
曲
調
』
も
ま
た
”
情
”
の
テ
ー
マ
を
主
題
に
設
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
②
（
東
明
臥
雲
）
佑
「
天
宝
曲
史
叙
」

　
典
雅
な
四
六
腓
驕
文
で
書
か
れ
る
こ
の
叙
は
、
「
秋
風
」
「
夜
月
」
に
「
雪
崖
囎
侶
の
編
」
（
南
洋
『
天
宝
曲
史
』
）
を
読
み
耽
っ
た
こ
と
を

述
べ
、
戯
曲
の
内
容
を
駐
文
で
羅
列
的
に
紹
介
し
た
後
に
、
「
追
随
湯
玉
茗
三
種
、
壇
四
夢
之
奇
」
（
湯
玉
茗
の
三
種
に
追
随
し
、
四
面

　
　
ほ
し
い
ま
ま

の
奇
を
壇
に
す
）
と
述
べ
、
孫
郁
『
天
宝
曲
史
』
が
、
明
・
湯
顕
祖
の
玉
茗
門
馬
夢
に
も
匹
敵
す
る
佳
作
で
あ
る
こ
と
を
讃
称
す
る
。



な
お
、
題
意
は
「
東
明
叢
雲
得
平
謹
題
」
と
あ
り
、
「
東
明
臥
雲
」
は
「
佑
」
の
雅
号
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
記
共
に
不
詳
で
あ
る
。

　
　
③
沈
珊
「
題
詞
」

　
二
桁
は
漸
江
海
寧
の
人
。
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
の
科
挙
第
二
甲
南
一
名
に
そ
の
名
が
見
え
、
即
ち
孫
郁
と
同
年
の
進
士
で
あ
る
。

康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）
の
博
学
鴻
翻
転
に
応
じ
、
『
明
史
』
編
集
に
も
参
画
し
た
沈
桁
の
伝
記
記
録
は
幸
い
に
比
較
的
多
く
残
存
し
て

お
り
、
『
清
史
列
伝
』
巻
七
十
、
『
国
里
脅
献
類
徴
』
巻
一
二
〇
、
『
蝋
引
集
』
巻
四
四
、
『
国
徴
先
正
国
詞
』
巻
三
十
九
、
『
尊
墨
通
志
』

巻
一
七
八
等
に
紀
勢
が
あ
る
。
沈
桁
の
こ
の
「
題
詞
」
は
、
孫
郁
の
『
天
罰
野
史
」
を
杜
甫
の
詩
史
評
価
と
比
較
し
て
評
価
し
、
「
雪
崖

『
天
田
曲
史
』
一
書
、
在
少
輔
當
日
猶
有
所
諦
而
不
様
壷
者
、
雪
盲
露
量
其
事
、
以
為
人
主
色
荒
泥
悪
者
戒
。
」
（
雪
裏
（
回
診
）
の
『
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

宝
楽
章
』
一
書
は
、
直
壁
（
杜
甫
）
の
当
日
に
在
り
て
は
猶
ほ
誰
む
所
有
り
て
敢
て
尽
く
さ
ざ
る
者
な
る
も
、
雪
崖
は
直
ち
に
其
の
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ
　
　
　
　
　
　
な
つ

譜
し
、
以
て
人
主
の
色
に
荒
み
悪
に
泥
む
者
の
戒
め
と
為
す
。
）
と
述
べ
る
。
「
題
詞
」
上
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
や

や
過
奨
の
感
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。
紀
年
は
「
康
煕
三
下
」
（
＋
二
年
、
一
六
七
三
）
と
な
っ
て
お
り
、
と
す
れ
ば
、
「
題
詞
」
が
書
か
れ

た
の
は
、
康
煕
三
年
進
士
合
格
後
、
康
煕
十
八
年
博
学
鴻
詞
科
に
応
じ
る
ま
で
の
間
、
沈
桁
が
故
郷
漸
江
秀
水
の
無
官
に
寓
居
（
『
国
賊

先
正
事
略
』
巻
三
十
九
）
し
て
い
た
頃
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
④
趙
漂
「
天
宝
曲
史
序
」

　
趙
渓
に
つ
い
て
は
伝
記
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に
「
呉
江
趙
渓
、
着
到
天
雄
書
院
之
東
寮
」
と
識
す
こ
と
か
ら
江
蘇
呉
江
の
人

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
天
雄
」
は
孫
郁
の
字
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
序
は
、
江
蘇
呉
江
出
身
の
趙
渓
が
河
北
大
名
に
あ

る
孫
郁
の
故
郷
の
天
雄
書
院
寮
に
寄
宿
し
て
い
た
折
に
誌
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
序
文
の
冒
頭
に
「
壬
子
初
冬
來
献
題
、
暗
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崖
先
生
、
出
『
曲
史
」
見
示
云
、
”
夏
日
避
暑
不
三
月
而
成
”
。
」
（
壬
子
（
一
六
七
二
康
煕
十
一
年
）
初
冬
、
五
雲
（
河
北
省
大
名
県
の
地
名
）
に
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て



『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

来
り
、
雪
崖
先
生
（
孫
郁
）
に
曙
ふ
。
（
先
生
）
『
（
天
宝
）
曲
史
』
を
出
し
示
さ
れ
て
云
ふ
、
”
夏
日
避
暑
し
て
三
月
な
ら
ず
し
て
成
る
”
と
。
）

（
括
弧
は
引
用
者
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
素
質
の
『
天
宝
野
史
」
が
康
煕
十
一
年
（
一
六
七
二
）
に
三
ヶ
月
足
ら
ず
で
成
稿
し
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い

分
か
る
。
趙
渓
の
序
文
は
続
け
て
、
「
予
讃
之
、
寛
慨
然
嘆
日
、
”
此
風
人
之
遺
意
也
、
不
當
作
傳
奇
観
。
”
」
（
予
之
を
読
み
で
、
寛
に
慨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
く
、
”
此
れ
風
人
の
遺
意
な
り
、
当
に
傳
奇
と
惜
し
て
観
る
べ
か
ら
ず
と
。
”
）
と
述
べ
、
『
天
宝
国
史
』
が
単
な
る

「
伝
奇
」
（
戯
曲
）
の
域
を
超
え
た
『
詩
経
』
の
遺
風
を
継
ぐ
も
の
だ
と
激
賞
す
る
。
序
文
は
、
後
述
に
お
い
て
も
杜
甫
、
白
居
易
、
湯
顕

祖
の
詩
文
や
戯
曲
を
引
き
合
い
に
出
し
、
孫
郁
『
天
宝
曲
学
』
を
高
く
評
価
す
る
が
、
こ
の
序
が
書
か
れ
た
経
緯
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、

高
評
は
か
な
り
水
増
し
評
価
し
て
い
る
感
を
否
め
な
い
。

8

　
　
⑤
朱
某
「
題
詞
」

　
「
桐
水
治
下
門
人
朱
□
□
百
出
題
」
と
識
す
。
空
格
□
は
読
み
取
れ
な
い
。
題
詞
中
に
「
孫
老
夫
子
玉
早
世
冑
、
石
室
通
儒
、
質
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら

王
維
、
寄
歌
思
葉
花
月
、
直
播
宋
玉
、
襲
慷
慨
於
風
騒
」
（
孫
老
夫
子
は
玉
堂
の
世
論
に
し
て
、
石
室
の
通
儒
、
質
は
王
維
に
比
び
て
、

歌
思
を
花
月
に
寄
せ
、
文
は
宋
玉
を
誇
り
て
、
慷
慨
を
風
騒
に
発
す
）
と
あ
り
、
朱
某
の
孫
郁
に
対
す
る
尊
崇
や
王
維
・
宋
玉
に
比
し

た
詩
文
へ
の
高
い
評
価
が
窺
わ
れ
る
が
、
朱
某
の
伝
記
は
不
詳
で
あ
る
。

　
　
⑥
　
孫
郁
「
天
宝
曲
史
凡
例
」

　
孫
郁
自
身
の
手
に
な
る
「
天
宝
糞
蝿
凡
例
」
は
「
大
清
康
煕
十
年
歳
次
辛
亥
八
月
十
八
日
目
置
生
孫
墨
筆
崖
主
人
、
自
識
干
桂
軒
之

三
聖
」
（
大
清
康
二
十
年
歳
次
辛
亥
（
一
六
七
一
）
八
月
十
八
日
、
魏
博
の
剰
官
雪
竿
主
人
、
自
ら
桂
軒
の
西
閣
に
識
す
）
と
の
識
語
が
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
『
天
諸
白
史
』
が
成
立
し
た
の
は
康
煕
十
年
（
一
六
七
一
）
八
月
で
あ
り
、
先
の
趙
渓
「
天
諸
白
歯
序
」
に
言
う
、
趙
漂

が
孫
郁
に
面
晒
し
た
の
は
『
天
物
曲
史
』
成
立
後
一
年
余
り
経
っ
て
の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
九
条
か
ら
成
る
凡
例
の
第
八
例
に
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
で
　
　
　
と

「
是
単
身
五
月
号
捉
管
、
至
中
秋
主
日
自
暴
」
（
是
の
編
は
五
月
朔
よ
り
管
を
盛
り
、
中
秋
欲
情
に
至
り
て
成
る
）
と
あ
る
の
は
、
更
に

具
体
的
に
成
書
の
時
日
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
凡
例
中
、
筆
者
が
特
に
注
目
す
る
、
『
天
宝
詩
史
』
が
拠
っ
た
参
考
書
に
つ
い
て
述
べ
た
第
六
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
や

　
　
一
　
是
集
里
雪
正
史
、
車
曳
外
傳
。
編
次
成
秩
、
並
無
勢
霧
附
臆
見
、
期
末
曲
史
本
意
樋
門
。
（
是
の
集
は
倶
に
正
史
に
遵
い
、
稽

　
　
　
　
　
　
ま
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
い
ふ

　
　
や
外
伝
を
参
ふ
。
編
次
成
呈
す
る
に
、
並
び
に
敢
て
矯
附
臆
見
せ
ざ
る
は
、
曲
史
の
本
意
を
存
す
る
を
期
す
れ
ば
な
り
と
云
爾
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
こ
こ
で
孫
郁
は
、
『
言
忌
寮
母
』
の
執
筆
に
当
た
り
、
「
倶
に
正
史
に
遵
い
、
稻
や
外
伝
を
参
ふ
。
編
次
成
策
す
る
に
、
並
び
に
敢
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

矯
附
臆
見
せ
ざ
る
」
こ
と
を
標
榜
す
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
の
編
次
方
針
は
そ
う
だ
と
し
て
も
、
「
稽
や
外
伝
を
参
ふ
」
る
な
か
に
、
と

り
わ
け
梅
妃
故
事
の
描
写
に
お
い
て
、
実
は
明
・
細
口
洞
天
人
『
驚
鴻
記
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
以
下
の
論
述
に
お
い
て
解
明

し
た
く
思
う
。

　
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
学
界
に
お
い
て
殆
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
『
引
導
曲
史
』

を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
駒
番
号
は
引
用
者
。
原
紗
本
に
は
無
い
。
）

上
巻
一
四
駒
、
下
巻
一
四
駒
、
計
二
十
八
繭
の
梗
概

　
　
　
　
　
上
巻
　
第
一
駒
　
提
綱

　
『
天
宝
曲
史
』
の
綱
要
を
提
示
し
、
こ
の
戯
曲
が
、
旗
雲
年
間
、
梅
妃
と
楊
貴
妃
を
擁
し
た
大
唐
天
子
（
玄
宗
）
の
風
流
故
事
に
取
材
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
第
二
駒
　
　
宴

　
玄
宗
が
新
参
の
公
妃
と
闘
茶
之
戯
を
楽
し
み
、
四
名
の
諸
王
へ
の
紹
介
が
て
ら
、
宴
会
で
梅
毒
に
愚
智
舞
を
舞
わ
せ
る
。
お
酌
の
折
、

醇
王
が
酔
っ
て
足
を
踏
ん
だ
こ
と
に
怒
っ
た
梅
妃
は
宴
席
を
は
ず
し
、
玄
宗
の
呼
び
出
し
に
も
応
じ
な
い
が
、
関
係
者
の
取
り
な
し
で

　
　
　
　
　
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

何
と
か
そ
の
場
を
収
め
る
。

　
　
　
　
　
第
三
駒
　
試
歌

　
万
花
咲
き
揃
う
宮
中
で
、
雷
海
青
、
李
亀
年
等
の
梨
園
の
弟
子
が
新
し
い
歌
曲
の
教
習
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
な
お
厭
き
足
ら
ず
嘆

息
す
る
玄
宗
に
、
高
力
士
が
寿
邸
に
入
っ
た
楊
貴
人
を
推
薦
す
る
。
玄
宗
は
楊
貴
人
を
女
道
士
と
し
、
楊
太
真
と
命
名
す
る
よ
う
に
勅

旨
を
下
す
。

　
　
　
　
　
第
四
駒
　
移
宮

　
楊
貴
人
が
夢
で
揺
池
に
遊
び
、
西
王
母
か
ら
「
燕
市
人
皆
去
、
函
關
馬
不
帰
。
若
逢
山
下
鬼
、
環
上
記
羅
衣
」
の
偶
語
を
授
か
る
。

寿
邸
か
ら
玄
宗
の
宮
殿
に
移
っ
た
楊
貴
人
は
「
太
真
」
の
名
を
賜
り
、
太
黒
雲
に
住
む
。
事
情
が
分
か
ら
な
い
楊
太
良
は
、
築
三
へ
の

別
れ
の
挨
拶
を
申
し
出
て
高
力
士
に
拒
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
五
繭
　
寵
封

　
初
め
て
玄
宗
の
寵
愛
を
受
け
る
楊
太
真
が
玄
宗
に
賜
っ
た
金
銀
釦
合
等
で
入
念
に
着
飾
り
、
覧
裳
羽
衣
曲
を
舞
っ
て
、
玄
宗
の
喝
采

を
浴
び
る
場
面
で
あ
る
。
褒
美
と
し
て
、
玄
宗
は
楊
太
真
の
家
譜
を
見
て
、
父
母
、
叔
父
、
兄
弟
等
に
爵
位
を
授
け
、
更
に
豪
邸
の
建

築
を
許
可
す
る
。

　
　
　
　
　
第
六
飽
　
暗
締

　
節
度
使
・
左
僕
射
・
東
平
蔓
忍
の
安
禄
山
が
、
楊
貴
誌
の
お
蔭
で
兵
部
侍
郎
に
昇
進
し
た
楊
釧
に
面
会
を
求
め
、
暗
か
に
爾
後
の
提

携
、
結
託
を
画
策
す
る
。

　
　
　
　
　
第
七
駒
　
交
妬

　
八
月
五
日
、
玄
宗
の
聖
誕
節
の
席
上
、
梅
妃
と
採
血
妃
が
互
い
に
相
手
を
椰
書
し
た
詩
句
を
交
わ
し
、
嫉
妬
で
仲
違
い
す
る
。
玄
宗

は
取
り
な
そ
う
と
す
る
が
、
楊
貴
妃
は
腹
痛
の
理
由
で
中
座
し
て
し
ま
う
。
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第
八
駒
　
祝
聖

　
玄
宗
の
聖
誕
節
に
、
高
力
士
、
皇
太
子
、
戸
前
（
こ
の
場
で
国
忠
の
名
を
賜
る
）
、
安
禄
山
、
三
夫
人
ら
が
祝
賀
を
述
べ
る
。
酔
っ
て
寝
込

ん
だ
安
禄
山
は
龍
首
猪
身
に
変
貌
す
る
。

　
　
　
　
　
第
九
駒
　
承
恩

　
爵
禄
山
は
萢
陽
節
度
使
と
な
り
、
長
安
を
去
る
。
玄
宗
は
上
官
妃
と
月
下
の
舟
遊
び
を
楽
し
む
が
、
途
中
で
號
国
夫
人
も
同
乗
す
る
。

楊
貴
妃
と
號
国
夫
人
の
読
言
に
よ
り
、
梅
妃
は
上
陽
宮
へ
閉
置
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
十
駒
　
旗
亭

　
郊
外
の
酒
店
で
寺
山
節
度
使
安
禄
山
が
酒
を
飲
ん
で
く
だ
を
巻
く
。
ま
た
、
言
挙
・
王
昌
齢
・
王
之
漢
の
三
詩
人
が
飲
酒
し
て
い
る

と
こ
ろ
へ
、
播
昭
・
張
雲
容
・
十
二
娘
の
教
坊
の
三
妓
女
が
立
ち
寄
り
、
偶
々
三
詩
人
の
詩
句
を
歌
っ
た
の
で
、
三
詩
人
・
三
妓
女
と

も
に
意
気
投
合
す
る
。

　
　
　
　
　
第
十
一
駒
酔
草

　
玄
宗
が
楊
貴
下
と
共
に
沈
香
亭
で
牡
丹
を
観
賞
し
、
梨
園
の
弟
子
に
音
楽
を
演
奏
さ
せ
る
最
中
、
李
白
に
特
に
命
じ
て
、
牡
丹
と
楊

貴
妃
を
併
せ
詠
ん
だ
「
清
平
調
詞
」
を
作
ら
せ
る
場
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
十
二
駒
　
私
購

　
翠
華
閣
へ
幽
閉
さ
れ
て
い
る
梅
壷
を
玄
宗
が
密
か
に
訪
れ
る
。
そ
こ
へ
楊
貴
妃
が
突
然
乗
り
込
ん
で
き
て
玄
宗
を
厳
し
く
糾
問
す

る
。
玄
宗
は
楊
貴
妃
が
嫉
妬
が
強
す
ぎ
る
と
し
て
、
宮
中
か
ら
楊
氏
の
実
家
へ
追
放
を
命
じ
る
。
玄
宗
は
、
命
令
に
逡
巡
す
る
高
力
士

に
ま
で
怒
り
散
ら
す
。

　
　
　
　
　
第
十
三
駒
　
遭
認

　
玄
宗
が
宮
殿
で
李
密
、
房
珀
、
世
禄
山
等
の
上
奏
文
を
処
理
し
て
い
る
折
し
も
、
処
分
を
受
け
た
楊
貴
妃
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。
楊

　
　
　
　
　
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

国
忠
や
三
夫
人
、
高
力
士
の
取
り
な
し
が
功
を
奏
し
て
、
楊
貴
妃
へ
の
玄
宗
の
怒
り
は
収
ま
る
が
、
楊
貴
妃
は
お
詫
び
の
し
る
し
に
自

ら
勇
つ
た
髪
を
玄
宗
に
届
け
る
。

　
　
　
　
　
第
十
四
駒
　
逆
謀

　
単
文
節
度
使
薄
禄
山
が
皇
臣
楊
国
忠
の
謙
伐
を
名
目
に
、
厳
荘
、
史
前
明
、
安
恩
義
、
高
尚
ら
と
共
に
挙
兵
し
、
長
安
へ
攻
め
上
る
。

　
　
　
　
　
下
巻
　
第
十
五
繭
　
重
三

　
楊
貴
妃
の
罪
が
許
さ
れ
、
玄
宗
は
凌
波
池
の
ほ
と
り
で
宴
会
を
開
い
て
歓
楽
す
る
。
玄
宗
が
夢
で
龍
女
に
授
か
っ
た
音
楽
を
も
と
に

し
て
、
凌
波
曲
を
演
奏
す
る
。

　
　
　
　
　
第
十
六
駒
　
郁
珠

　
玄
宗
が
翠
華
閣
の
件
で
遠
ざ
け
ら
れ
た
梅
妃
の
も
と
へ
、
真
珠
一
斜
を
贈
っ
て
旧
情
を
繋
ご
う
と
す
る
。
梅
妃
は
「
肥
脾
」
（
楊
貴
妃
）

を
う
と
ま
し
く
思
い
、
受
領
を
拒
ん
で
、
「
楼
東
賦
」
と
と
も
に
送
り
返
す
。

　
　
　
　
　
第
十
七
飽
　
密
誓

　
七
夕
の
佳
節
に
宮
女
が
蓮
の
実
を
採
り
、
採
蓮
曲
を
歌
う
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
は
天
上
の
二
郎
織
女
の
故
事
に
な
ら
っ
て
愛
を
誓
い
、

永
遠
に
夫
婦
た
る
こ
と
を
誓
う
。

　
　
　
　
　
第
十
八
駒
　
震
游

　
十
月
中
旬
、
玄
宗
と
楊
巌
壁
一
族
が
賑
々
し
く
驕
山
の
華
清
塩
へ
游
幸
す
る
。
そ
こ
へ
、
安
禄
山
が
謀
反
し
た
と
の
急
報
が
届
く
。

玄
宗
は
安
西
節
度
使
封
常
清
を
萢
陽
平
盧
節
度
使
に
任
じ
て
、
安
曇
山
討
伐
に
向
か
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
第
十
九
駒
　
入
關

　
滝
関
ま
で
破
竹
の
勢
い
で
攻
め
上
っ
て
き
た
安
裏
山
軍
に
対
し
て
、
唐
朝
の
寄
寄
翰
は
敵
方
の
連
戦
の
疲
れ
を
見
通
し
、
溝
関
で
の
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持
久
戦
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
が
、
楊
国
忠
は
聖
旨
を
か
ざ
し
て
攻
勢
を
要
求
す
る
。
や
む
な
く
出
て
戦
っ
た
寄
飾
翰
軍
は
敗
れ
、
別

勢
の
安
禄
山
軍
に
よ
っ
て
滝
関
が
攻
略
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
駒
　
出
奔

　
渥
関
の
守
り
が
陥
ち
、
安
禄
山
軍
が
長
安
に
迫
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
玄
宗
は
、
西
蜀
へ
一
時
避
難
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
玄
宗
は

梅
妃
を
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
が
、
実
現
し
な
い
。

　
　
　
　
　
第
二
十
一
飽
　
投
環

　
馬
鬼
で
警
護
兵
が
叛
乱
し
、
韓
国
夫
人
、
秦
国
夫
人
に
次
い
で
楊
国
忠
を
虐
殺
し
、
更
に
楊
貴
志
の
殺
害
を
迫
る
。
楊
貴
妃
は
、
曾

て
夢
で
得
た
「
燕
市
人
皆
去
～
」
（
第
四
駒
）
の
意
味
を
悟
る
。
貴
妃
は
拝
署
し
て
自
尽
す
る
。
土
地
の
故
老
の
哀
願
を
振
り
切
り
、
玄
宗

は
西
蜀
に
、
太
子
は
朔
方
へ
と
蒙
塵
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
二
駒
罵
賊

　
新
天
子
と
な
っ
た
安
禄
山
が
雷
門
池
の
ほ
と
り
で
宴
会
を
開
き
、
梨
園
弟
子
に
宴
楽
を
さ
せ
る
。
雷
海
青
が
安
甲
山
を
激
し
く
罵
る

が
、
琵
琶
に
よ
っ
て
打
ち
殺
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
三
繭
　
幸
蜀

　
蜀
へ
の
途
次
、
春
練
を
上
貢
す
る
使
者
に
遇
っ
た
玄
宗
は
、
そ
れ
を
兵
士
に
分
け
て
帰
郷
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
兵
士
は
同
行
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
。
蜀
か
ら
の
出
迎
え
の
使
者
に
軍
事
を
賜
う
。
斜
谷
に
駐
翻
し
た
玄
宗
は
、
鈴
の
音
を
聞
い
て
翻
心
浄
曲
を
作
る
が
、

梨
園
弟
子
は
既
に
い
な
い
。

　
　
　
　
　
第
二
十
四
駒
　
収
京

　
安
嵐
山
が
安
慶
緒
や
墨
描
児
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
長
安
は
再
び
混
乱
す
る
が
、
郭
子
儀
が
李
窯
業
や
僕
坦
懐
恩
ら
と
共
に
安
禄
山
の

残
党
を
掃
滅
し
て
、
長
安
の
秩
序
を
回
復
す
る
。

　
　
　
　
　
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
第
二
十
五
駒
　
朝
天

　
至
徳
二
軸
元
旦
、
粛
宗
皇
帝
の
も
と
へ
、
李
泌
、
郭
子
馬
、
李
光
弼
ら
が
朝
賀
し
、
揃
っ
て
爵
位
を
与
え
ら
れ
る
。
李
泌
は
、
玄
宗

時
の
関
係
者
へ
も
論
功
行
賞
を
す
る
こ
と
を
進
言
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
六
駒
　
泣
夢

　
玄
宗
が
宮
殿
で
楊
貴
妃
の
追
憶
に
ふ
け
る
。
そ
こ
へ
、
楊
貴
前
書
の
改
葬
時
に
拾
得
さ
れ
た
香
嚢
が
届
け
ら
れ
る
。
玄
宗
は
要
塞
の

画
像
を
前
に
眠
り
込
み
、
梅
妃
の
霊
魂
に
出
会
い
、
そ
の
遺
骸
が
華
清
宮
の
梅
樹
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
。
そ
こ

を
掘
る
と
、
果
た
し
て
梅
妃
の
遺
骸
が
出
現
す
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
七
繭
　
尋
真

　
楊
通
幽
が
楊
貴
妃
の
霊
魂
を
捜
索
す
る
。
道
術
を
駆
使
し
て
、
天
上
、
地
下
の
悪
血
、
二
君
、
竜
王
、
大
士
、
龍
王
、
仏
祖
に
尋
ね

る
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。
最
後
に
王
母
か
ら
、
貴
息
が
仙
人
と
な
っ
て
西
南
の
最
高
山
に
住
ん
で
い
る
と
告
げ
ら
れ
、
玉
心
太
二
院
を

訪
ね
て
貴
報
の
霊
魂
に
会
う
。
貴
妃
か
ら
金
銀
銀
合
の
一
半
を
授
け
ら
れ
た
楊
通
幽
は
、
更
に
二
人
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
言
葉

を
求
め
、
貴
妃
は
七
夕
密
誓
の
誓
い
を
楊
通
幽
に
告
げ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
八
飽
　
昇
仙

　
音
通
幽
か
ら
楊
貴
妃
が
仙
女
と
な
っ
て
天
界
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
玄
宗
は
、
自
ら
辟
穀
し
道
組
す
る
。
や
が
て
昇
天

し
、
元
始
孔
昇
真
人
と
な
っ
て
玉
妃
（
楊
貴
書
）
と
共
に
仙
人
た
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
万
金
妃
と
感
激
の
再
会
を
果
た
す
。

14

　
以
上
、
委
細
を
尽
く
さ
な
い
梗
概
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
『
天
宝
曲
史
』
が
、
従
来
の
楊
貴
妃
・
梅
妃
に
取
材
し
た
関
連
作
品
と

同
様
、
『
唐
書
』
『
資
治
通
鑑
』
「
長
恨
歌
」
「
長
恨
歌
伝
」
「
楊
太
真
外
伝
」
「
梅
妃
伝
」
等
を
始
め
と
す
る
種
々
の
先
行
作
品
中
に
述
べ

ら
れ
た
関
連
故
事
を
随
意
に
取
捨
選
択
し
て
、
戯
曲
作
品
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
先
述
の
如
く
、
孫
郁
は
『
天
宝
蔵
史
』
の
成
書
に
当
た
り
、
そ
の
「
天
馬
曲
史
凡
例
」
中
に
、
「
倶
に
正
史
に
遵
い
、
稻
や
外
伝
を
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

ふ
。
編
次
成
毒
す
る
に
、
並
び
に
敢
て
矯
附
子
見
せ
ざ
る
」
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
稻
や
外
伝
を
参
ふ
」
と
吐
露
す
る
関
連
資

料
中
に
、
実
は
砂
口
洞
天
人
『
驚
鴻
記
』
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
表
現
の
襲
用
事
例
か
ら
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
五
　
『
驚
鴻
記
」
を
襲
用
し
た
『
天
宝
旧
史
』
の
描
写
に
つ
い
て

　
『
天
姦
曲
史
』
の
表
現
中
、
明
ら
か
に
『
出
藍
記
」
の
襲
用
が
認
め
ら
れ
る
、
又
は
襲
用
が
疑
わ
れ
る
と
判
断
で
き
る
部
分
を
、
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
の
短
評
と
共
に
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
A
『
驚
鴻
記
』
第
七
駒
「
花
尊
驚
鴻
」

　
　
（
小
臣
將
青
鷺
四
脚
作
戯
了
）
（
中
陣
背
語
）
漢
王
這
厩
無
毒
、
戯
諸
賢
妃
、
野
壷
天
子
。
（
下
）
（
生
）
梅
妃
因
何
出
監
p
・
快
宣
來
。
～
（
小

　
　
滋
雨
）
覆
爺
、
梅
娘
娘
瀬
瀬
脱
落
、
心
上
不
快
、
因
此
還
宮
。
（
生
）
再
宣
。
～
（
小
駈
上
）
覆
爺
、
梅
娘
娘
縫
珠
已
完
、
忽
患
心
疹
、

　
　
不
能
鷹
召
。
（
生
）
也
罷
了
。

　
B
『
天
宝
曲
史
』
第
二
駒
「
　
宴
」

　
　
（
丑
作
酔
態
、
踏
小
旦
足
介
）
（
小
旦
作
士
卒
介
）
醇
骨
無
禮
、
公
宴
之
上
、
戯
侮
皇
妃
、
是
目
無
天
子
也
。
（
梯
衣
落
介
）
（
生
）
江
妃
笹
生
不

　
　
見
p
内
侍
快
早
瀬
。
（
濫
作
慌
介
）
（
内
侍
）
娘
々
説
諭
準
則
脱
、
綴
畢
即
來
。
～
（
生
上
）
原
來
江
妃
偶
然
腹
痛
、
果
不
能
野
宴
了
。

　
C
「
梅
妃
伝
」

　
　
上
澄
破
榿
往
賜
諸
王
、
至
漢
邸
、
潜
以
足
軽
妃
履
、
妃
登
時
退
閣
。
幕
命
連
宣
、
報
言
、
「
適
履
離
脱
綴
、
綴
寛
當
來
。
」
　
久
之
、

　
　
上
親
往
命
妃
。
妃
捜
衣
邊
上
、
言
胸
腹
疾
作
、
不
果
前
也
、
歯
車
至
、
～

　
　
　
　
　
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
三
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

15



『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

　
〔
短
評
〕
“
「
宮
中
で
採
れ
た
榿
を
職
事
が
宴
席
で
諸
王
へ
配
算
す
る
最
中
、
酔
っ
た
醇
王
が
悪
戯
で
擬
装
の
足
を
踏
み
、
怒
っ
た
梅

妃
は
宴
席
を
中
座
す
る
。
そ
れ
を
濁
っ
た
玄
宗
に
対
し
、
梅
妃
は
脱
落
し
た
履
の
真
珠
を
直
し
て
戻
る
と
告
げ
る
が
、
な
か
な
か
来
な

い
。
理
由
を
問
う
と
、
梅
妃
は
腹
痛
を
併
発
し
て
宴
席
へ
戻
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
」

　
以
上
は
『
天
妙
曲
史
』
に
拠
っ
て
粗
筋
を
紹
介
し
た
が
、
『
驚
鴻
記
』
、
「
梅
妃
伝
」
の
描
写
と
較
べ
る
と
、
固
有
名
詞
の
若
干
の
差
異

（『

ﾁ
鴻
記
』
で
は
諸
王
名
を
漢
王
と
す
る
、
「
詩
型
伝
」
で
は
荒
野
が
漢
邸
へ
届
け
る
等
。
）
は
あ
る
も
の
の
、
叙
述
の
大
枠
は
共
通
し
て
い
る
。
こ

の
部
分
の
清
・
孫
郁
『
天
宝
曲
史
』
の
描
写
は
、
宋
・
無
名
氏
「
梅
妃
伝
」
と
の
密
接
な
関
係
は
勿
論
で
あ
る
が
、
よ
り
直
接
に
は
明
・

多
口
洞
天
人
『
驚
鴻
記
』
を
参
照
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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②
A
『
驚
鴻
記
』
第
十
駒
「
爾
妃
妬
寵
」

　
　
（
旦
）
賎
妾
白
豆
旨
。
有
了
、
「
禅
話
巫
山
下
紫
貝
、
南
宮
一
夜
玉
楼
春
。
氷
忌
月
貌
那
能
似
、
錦
繍
江
天
半
爲
君
。
」
（
貼
背
旦
私
語
）

　
　
他
説
「
撤
却
巫
山
下
露
震
」
、
咲
喜
喜
壽
邸
而
来
、
「
錦
繍
江
天
堂
為
君
」
、
咲
葉
肉
面
的
意
思
了
。
（
貼
）
嵩
上
娘
娘
貌
美
、
待
奴
家

　
　
即
韻
、
回
賛
幾
丁
丁
。
（
旦
）
直
直
。
（
貼
）
「
英
艶
何
事
減
却
春
、
梅
花
雪
裏
亦
清
真
。
総
教
団
器
質
風
早
、
面
部
繁
簡
二
色
新
。
」

　
　
（
旦
背
貼
私
語
）
他
説
「
貢
献
繁
桃
闘
色
新
」
、
笑
奴
已
過
時
、
「
梅
花
雪
裏
無
筆
真
」
、
冷
奴
骨
憂
欝
意
思
了
。

　
B
『
天
宝
曲
史
』
第
七
駒
「
交
妬
」

　
　
（
生
口
介
）
コ
枝
濃
墨
霧
中
開
、
倒
懸
巫
山
雲
雨
來
。
歌
罷
電
裳
環
現
冷
、
清
宵
叩
上
避
風
毫
。
」
～
（
旦
冷
咲
介
）
白
詩
首
句
、
言
妾

　
　
貌
宇
美
而
名
告
正
也
。
二
句
、
金
嵩
刺
従
壽
邸
来
　
。
三
四
、
咲
妾
肌
膚
過
肥
、
不
如
飛
燕
之
輕
盈
也
。
～
（
旦
）
臣
妾
不
才
、
也

　
　
同
贈
他
一
首
。
（
作
讃
嘆
）
（
山
口
看
介
）
「
梅
花
雪
裏
亦
清
真
、
玉
笹
氷
肌
黒
作
隣
、
待
得
群
蕗
進
塁
日
、
可
憐
零
落
薔
時
春
。
」
（
小
旦
）

　
　
～
他
詩
中
意
思
、
無
三
咲
奴
過
時
。

　
〔
短
評
〕
“
梅
醤
が
新
参
の
楊
貴
妃
と
玄
宗
の
御
前
で
対
面
し
、
互
い
に
相
手
を
椰
畏
し
た
七
絶
詩
を
贈
答
す
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の



詩
句
表
現
が
『
筆
記
記
』
『
天
功
曲
部
』
と
も
に
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は
、
『
天
宝
曲
部
』
が
明
ら
か
に
『
驚
鴻
記
』
を
襲

用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
「
梅
妃
伝
」
に
は
同
様
の
詩
句
表
現
は
無
い
。
ま
た
『
驚
七
堂
』
以
前
に
同
様
の
場
面
を
仕
組
ん
だ
作

品
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
、
『
天
宝
曲
史
』
の
作
者
は
こ
の
部
分
の
描
写
を
直
接
『
驚

鴻
記
』
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
A
『
驚
鴻
記
』
第
十
五
駒
「
學
士
醇
揮
」

　
　
（
生
）
高
力
士
、
像
型
知
道
、
厭
人
賞
名
花
封
絶
色
、
薔
野
壷
厭
聴
、
欲
創
為
清
平
樂
三
首
、
被
之
鼓
吹
。
侮
勢
子
朕
画
学
翰
林
學

　
　
士
李
白
進
来
。
（
小
丑
）
得
旨
。
～
（
生
）
～
朕
召
卿
別
無
事
、
牡
丹
是
名
花
、
買
子
是
絶
色
、
卿
是
奇
才
。
二
美
既
具
、
似
不
可
少

　
　
卿
家
、
今
欲
汝
為
清
平
詞
三
首
、
恐
醇
後
山
能
書
就
。
（
小
生
）
臣
生
平
語
聾
斗
酒
、
便
揮
百
篇
、
今
凋
鯨
醒
、
正
距
薄
技
。
～
（
小

　
　
生
援
筆
立
吟
）
第
一
首
、
「
雲
想
衣
裳
花
一
首
、
春
風
梯
橿
露
華
濃
。
若
非
群
玉
山
頭
見
、
翼
翼
揺
毫
月
下
逢
。
」
第
二
首
、
「
一
枝
濃

　
　
楽
居
凝
望
、
雲
雨
巫
山
柾
断
膓
。
借
問
漢
宮
誰
得
似
、
可
怜
飛
燕
椅
新
粧
。
」
第
三
首
、
「
名
花
傾
國
爾
相
双
、
長
得
君
王
帯
咲
看
。

　
　
鮮
繹
春
風
無
限
恨
、
況
香
亭
北
筒
閲
干
。
」

　
B
『
天
宝
曲
史
』
第
十
一
駒
「
醇
草
」

　
　
（
生
垣
最
要
）
且
住
、
賞
名
花
、
封
量
子
、
襲
用
薔
曲
p
李
前
年
、
可
傳
言
意
、
速
宣
翰
林
李
白
、
御
前
喜
界
。
（
小
貝
）
領
旨
。
～
（
生
）

　
　
朕
同
感
子
在
此
忘
花
、
厭
軍
奮
曲
、
欲
草
清
平
調
三
章
、
終
息
管
絃
。
朕
思
非
卿
不
能
、
二
見
良
士
、
想
猶
苦
宿
霊
亀
西
園
p
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

　
　
生
）
斗
酒
百
篇
、
臣
忌
事
也
。
敢
不
二
詔
p
～
（
高
歌
介
）
「
雲
想
衣
裳
〔
一
塁
〕
花
想
〔
一
折
〕
容
〔
一
壷
〕
、
春
風
〔
一
樹
〕
沸
橿
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
折
〕
露
華
濃
〔
一
敏
…
〕
。
若
輩
群
玉
〔
一
折
〕
山
頭
〔
一
瞥
〕
見
〔
一
掲
〕
、
心
向
揺
壷
〔
一
宿
〕
月
下
〔
一
音
〕
逢
。
」
～
（
騒
歌
）
コ
枝
紅

　
　
道
産
凝
香
、
雲
雨
巫
山
柾
断
膓
。
借
問
二
宮
誰
々
似
、
可
憐
飛
燕
筒
新
牧
。
」
（
又
歌
）
「
名
花
國
色
郵
相
歓
、
長
妻
君
包
帯
星
野
。
鮮

　
　
繹
春
風
無
限
意
、
況
香
亭
北
筒
欄
杵
。
」
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て



　
　
　
　
　
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
宝
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

　
C
「
楊
太
真
外
伝
」
巻
上

　
　
上
日
、
「
賞
名
花
、
封
妃
子
、
焉
用
水
樂
詞
爲
P
」
～
宣
賜
翰
林
學
士
李
白
漸
進
「
清
平
樂
詞
」
三
篇
。
～
第
一
首
、
「
雲
想
衣
裳

　
　
花
柱
容
、
春
風
梯
橿
露
華
濃
。
若
非
白
玉
山
頭
見
、
會
主
音
毫
月
下
逢
。
」
第
二
首
、
「
一
枝
紅
懸
垂
凝
香
、
雲
雨
巫
山
柾
断
腸
。

　
　
借
問
漢
宮
悟
得
似
、
可
憐
飛
燕
僑
新
粧
。
」
第
三
首
、
「
名
花
傾
國
爾
相
歓
、
長
得
君
王
帯
咲
看
。
解
繹
春
風
無
限
恨
、
況
香
亭
北

　
　
筒
欄
杵
。
」

　
〔
短
評
〕
”
酔
っ
た
李
白
が
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
面
前
で
「
清
平
調
詞
」
三
首
を
揮
毫
す
る
有
名
な
場
面
で
あ
る
。
C
に
挙
げ
た
「
楊

太
真
外
伝
」
、
或
い
は
楽
史
「
李
翰
林
別
集
序
」
等
に
も
記
載
さ
れ
、
人
口
に
膳
質
し
て
い
る
こ
の
故
事
に
つ
い
て
、
『
天
宝
国
史
』
の

作
者
は
当
然
「
楊
太
真
外
伝
」
中
の
故
事
を
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
上
記
②
例
が
直
接
『
驚
鴻
記
』
に
拠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
す
る
と
、
こ
の
部
分
の
描
写
に
つ
い
て
も
『
驚
鴻
記
』
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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④
A
『
驚
鴻
記
』
第
二
十
一
駒
「
翠
閣
好
會
」

　
　
（
小
丑
北
向
内
石
伏
叫
了
）
稟
萬
歳
爺
、
妃
子
已
届
点
前
。
～
（
生
作
驚
、
抱
旦
藏
躾
了
）
量
子
、
像
権
在
爽
幕
間
、
即
自
有
庭
。
～
（
生
出
見

　
　
貼
了
）
妃
子
何
様
登
り
・
（
貼
）
陛
下
潮
曇
起
p
日
干
餉
午
、
尚
未
臨
朝
、
言
成
個
皇
帝
p
敢
是
有
梅
精
霊
此
、
迷
惑
聖
躬
。
（
生
）

　
　
此
女
已
屏
置
楼
多
年
了
、
何
由
到
来
p
　
（
指
向
地
下
拾
起
銀
銀
幕
細
鱗
）
既
是
没
有
梅
精
、
這
金
銀
翠
銅
是
誰
帯
的
？
こ
這
爾
寸
弓
鮭

　
　
是
誰
穿
的
p
　
～
（
生
）
念
奴
、
単
球
他
金
銀
、
翠
釦
、
珠
鳥
封
好
、
朕
昨
有
土
蕃
献
来
場
単
一
斜
、
井
賜
梅
妃
。

　
B
『
天
宝
曲
史
』
第
十
二
駒
「
私
購
」

　
　
（
叫
号
）
啓
皇
爺
、
楊
嬉
々
到
了
。
～
（
老
婆
）
這
爽
幕
中
、
可
轟
轟
得
、
富
有
後
路
可
通
。
（
生
）
就
藏
在
這
裡
也
好
。
（
抱
小
旦
置
幕
介
）

　
　
～
（
旦
径
入
麺
）
～
梅
干
点
在
p
（
生
）
在
東
宮
。
～
（
小
旦
馳
焉
、
内
侍
随
下
）
（
旦
看
介
）
肴
核
互
恵
、
御
楊
下
有
婦
人
遺
罵
、
夜
来
何
人

　
　
侍
陛
下
寝
p
歓
醇
至
於
日
出
、
猶
不
視
朝
、
何
也
！
～
（
生
）
内
侍
、
宿
将
翠
銅
遺
爲
、
封
還
江
妃
、
～



　
　
　
　
（
1
3
）

　
C
「
梅
妃
伝
」

　
　
侍
御
驚
報
日
、
「
丁
子
已
霜
露
前
、
當
奈
何
～
」
上
高
衣
、
抱
妃
藏
爽
幕
間
。
三
園
既
至
、
問
「
梅
精
安
在
P
」
上
日
、
「
在
東
宮
。
」

　
　
～
太
真
大
十
日
、
「
肴
核
描
出
、
御
題
下
有
婦
人
遺
出
、
夜
來
何
人
侍
陛
下
寝
、
歓
早
上
於
日
出
難
視
朝
P
～
」
～
上
～
遺
業
並
翠

　
　
銀
命
封
賜
妃
。

⑤
A
『
驚
鴻
記
』
第
二
十
一
駒
「
翠
閣
好
會
」

　
　
（
小
旦
忙
嵩
上
）
～
（
向
旦
脆
了
）
娘
娘
池
下
金
銀
翠
鋼
珠
罵
、
聖
上
特
上
了
、
差
奴
碑
送
還
娘
娘
。
更
有
珍
珠
一
解
、
酷
報
雲
雨
之
歓
、

　
　
望
娘
娘
牧
下
。
（
旦
作
悲
了
）
念
奴
姐
、
「
柳
葉
壁
眉
久
慈
描
、
残
緩
和
涙
汚
紅
給
。
長
門
自
認
無
給
洗
、
何
必
珍
珠
上
腿
蓼
。
」
鋼
焉

　
　
謹
牧
、
珍
珠
完
趙
。
爲
我
報
謝
至
尊
、
千
萬
管
長
。
自
註
紅
顔
薄
命
、
宜
白
首
長
門
。

　
B
『
天
宝
曲
史
」
第
十
六
繭
「
郁
珠
」

　
　
（
内
侍
捧
香
盤
）
～
（
進
見
脆
介
）
皇
藩
命
奴
寸
延
珍
珠
一
品
、
献
上
粛
々
。
～
（
小
旦
爲
完
念
介
）
「
柳
葉
壁
眉
久
不
描
、
残
腫
和
陰
陰
紅
納
。

　
　
長
門
自
是
無
杭
洗
、
何
必
珍
珠
慰
寂
蓼
。
」

　
C
「
梅
妃
伝
」

　
　
上
在
花
尊
櫻
、
會
夷
使
至
、
命
封
珍
珠
一
肩
密
賜
妃
。
妃
不
受
。
以
詩
付
使
者
、
日
「
爲
我
進
御
前
也
。
」
日
、
「
柳
葉
讐
眉
久
不

　
　
描
、
残
版
和
涙
灘
紅
納
。
長
門
自
是
無
杭
洗
、
何
必
珍
珠
空
寂
蓼
。
」

　
④
⑤
〔
短
評
〕
”
「
金
華
閣
で
玄
宗
が
梅
妃
と
密
会
す
る
現
場
に
、
突
如
楊
貴
妃
が
乗
り
込
ん
で
来
る
。
慌
て
た
玄
宗
は
言
い
逃
れ
を

す
る
が
、
楊
弓
妃
に
動
か
ぬ
証
拠
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
詰
問
さ
れ
る
。
こ
っ
そ
り
裏
門
か
ら
逃
れ
た
梅
妃
に
、
玄
宗
は
真
珠
一
階
を
送
っ

て
慰
め
よ
う
と
す
る
が
、
梅
妃
は
七
絶
一
首
と
と
も
に
受
領
を
拒
絶
す
る
。
」
…
「
梅
妃
伝
」
以
来
、
よ
く
知
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。
『
天

二
曲
史
』
の
描
写
も
「
梅
妃
伝
」
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
や
は
り
先
行
す
る
『
驚
鴻
記
』
の
描
写
を
参
照
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
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『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
天
三
曲
史
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

⑥
A
『
驚
鴻
記
』
第
二
十
七
駒
「
馬
鬼
殺
妃
」

　
　
（
内
済
鼓
了
、
衆
軍
持
楊
国
忠
頭
起
上
）
～
（
同
脆
了
）
楊
国
忠
與
吐
蕃
謀
反
、
誌
面
按
法
行
諌
。
（
生
）
反
発
既
諌
、
汝
等
可
牧
点
前
去
。
（
衆

　
　
軍
）
翌
翌
不
敢
奉
詔
。
（
作
起
了
）
（
生
）
且
問
像
椚
、
為
何
心
幽
霊
p
（
衆
軍
）
国
忠
謀
反
、
貴
妃
毒
殺
供
奉
、
願
聖
上
重
恩
正
法
。

　
　
（
生
）
貴
妃
深
重
宮
中
、
安
置
国
忠
扇
状
p
（
外
傭
伏
了
）
貴
報
誠
無
罪
、
然
将
士
巳
殺
国
忠
、
而
輔
翼
在
陛
下
左
右
、
重
三
自
安
p

　
　
願
陛
下
深
思
之
、
将
士
安
、
則
陛
下
安
　
。

　
B
　
『
天
宝
曲
史
」
第
二
十
一
駒
投
環

　
　
（
衆
軍
）
楊
丞
相
謀
反
、
我
等
已
将
他
有
韓
國
夫
人
、
秦
國
夫
人
殺
了
。
～
（
生
）
率
爾
原
有
過
熱
、
衆
軍
門
之
野
鼠
。
教
零
墨
無
罪
、

　
　
可
収
隊
前
行
。
（
衆
軍
）
遺
愛
尚
在
、
不
敢
密
旨
。
（
生
）
此
潮
騒
謂
p
　
（
副
耳
）
島
忠
謀
反
、
貴
妃
不
宜
供
奉
、
願
陛
下
割
恩
正
法
。

　
　
（
生
）
待
朕
熟
思
之
。
（
作
退
思
立
介
）
（
末
叩
頭
介
）
湖
南
難
犯
、
安
危
在
頃
刻
、
乞
陛
下
専
決
。

　
C
『
資
治
三
三
』
巻
二
一
八

　
　
國
忠
走
至
西
門
内
、
軍
士
世
運
之
、
～
井
殺
其
子
戸
部
侍
郎
喧
及
韓
國
、
秦
國
夫
人
。
～
上
杖
履
出
土
門
、
慰
螢
軍
士
、
激
動
隊
、

　
　
軍
士
不
鷹
。
～
玄
禮
週
日
、
「
國
忠
謀
反
、
貴
妃
不
宜
供
奉
、
願
陛
下
割
恩
正
法
。
」
　
～
久
之
、
京
国
司
録
章
謬
前
言
日
、
「
今
衆

　
　
怒
難
犯
、
安
危
在
暑
刻
、
願
陛
下
速
決
！
」
～
上
日
、
「
貴
居
常
居
深
宮
、
早
知
國
忠
反
謀
P
」
高
力
士
日
、
「
貴
妃
誠
無
罪
、
然

　
　
將
士
已
殺
國
忠
、
而
貴
妃
在
陛
下
左
右
、
挙
手
自
安
！
願
陛
下
審
思
之
、
將
士
安
則
陛
下
安
　
。
」

　
〔
短
評
〕
”
こ
れ
も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
た
、
馬
鬼
で
楊
国
忠
が
警
護
兵
の
刃
に
か
か
り
、
つ
い
で
楊
貴
妃
に
連
累
が
及
ぶ
場
面
で
あ
る
。

『
驚
鴻
記
』
、
『
天
宝
曲
史
』
と
も
に
表
現
が
酷
似
し
て
い
る
が
、
両
者
と
も
、
よ
り
直
接
に
は
『
資
治
通
鑑
』
の
該
当
場
面
の
描
写
を

襲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
『
天
宝
曲
言
』
の
各
場
面
に
お
い
て
、
先
行
す
る
『
驚
鴻
記
』
と
表
現
が
酷
似
す
る
数
例
に
つ
い
て
挙
例
し
、
分
析
を
加
え
た
。
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